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がなりたつ. したがって (1.2)を, 各期間における.例えば,期首のデータ









Elfi(S)ds]2-普 (1-e-2q)意(荒 し 1)
さて,
意(憲 11)














らば･耳(i)および 蔦 (S)dsは･いわゆる酔歩 (random alk)となり･どちら
のかく乱項の分散も,
ElJ:lE(S)ds]2-C (21)
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p.162)をもちいるO まず, 1月データにもとづ くダービン .ワトソソ比は,
1.490,月BIJのそれは2951であるから,各々正と負の系列相関を有するo これ





されたデーうりこもとず く回帰式 (14)のか く乱項を, パラメトリIyクな1階
の移動平均過程のモデルで表現し,いわゆるミyクスモデルの形で推定効果を





りたつであろうか ? I(i)がランダムウォークにしたがうならば, 集計しても
しなくても,か く乱項の分散は, 等しい一定の値 となる ((2.1)式参照)O と
ころが,いまの場合, 1月データのそれは,1467で,年BrJのそれは,0.987,で
あり,そうとうな違いがある｡ したがってこの期の米国消費者物価指数が. ラ
ンダムウォークに従 っているとは,いいがたい｡
本稿の作成過程において,京都大学経済研究所佐和隆光先生からは,多面にわたる
御指導をうけ,同研究所森口親司先生からは,有益なコメントをいただいた｡両兄生
に深く感謝いたしたいo
